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大地震が発生したときに運転者がとるべき措置

近年、各地で地震が多発しています。大地震がいつどこで起きるかを予測するのは難しく、運転中に被
災する事態を日頃から想定しておく必要があります。
そこで、警察庁が公開している「大地震が発生したときに運転者がとるべき措置」をご紹介します。

表示

松山出張のお土産は、母恵夢本舗「瀬戸内果樹の菓 すずなり」です。
サクッと軽いラングドシャの中にホワイトチョコが入っていて、ひ
と口食べると清見オレンジの爽やかな香りがふわっと広がります。
ホワイトチョコの甘さはしっかりありますが、オレンジのほどよい
酸味があるので、思ったより後味はさっぱりしています。パッケー
ジも可愛らしく、「母恵夢」とはまた違った爽やかで上品な味わい
のお菓子でした。

1枚当たり:79kcal

～ (株)母恵夢本舗『瀬戸内果樹の菓 すずなり』 ～

※ 大地震が発生した場合、運転者は次のような措置をとるようましょう。

［ 車を運転中に大地震が発生したとき ］
● 急ハンドル、急ブレーキを避けるなど、できるだけ安全な方法により道路の左側に停止させること。
● 停止後は、カーラジオ等により地震情報や交通情報を聞き、その情報や周囲の状況に応じて行動する
こと。

● 引き続き車を運転するときは、道路の損壊、信号機の作動停止、
道路上の障害物などに十分に注意すること。

● 車を置いて避難するときは、できるだけ道路外の場所に移動して
おくこと。やむを得ず道路上に置いて避難するときは、道路の左側
に寄せて駐車し、エンジンを止め、エンジンキーは付けたままとす
るか運転席などの車内の分かりやすい場所に置いておくこととし、
窓を閉め、ドアはロックしないこと。駐車するときは、避難する人
の通行や災害応急対策の実施の妨げとなるような場所には駐車しな
いこと。

［ 車を運転中以外の場合に大地震が発生したとき ］
● 津波から避難するためやむを得ない場合を除き、避難のために車を
使用しないこと

● 津波から避難するためやむを得ず車を使用するときは、道路の損壊、
信号機の作動停止、道路上の障害物などに十分注意しながら運転す
ること

上記にもある様に、災害時に車を置いて避難するときは、放置車両が緊急車両や救護車両の通行の妨げ
になった場合に別の人がすぐに移動できるように、車のキーは付けたまま（スマートキーは車内の分か
りやすい場所に置く）、窓を閉めてドアはロックせず、余裕があれば車検証や貴重品（ETCカードな
ど）を持ち出して車から離れましょう。

出典:警察庁ウェブサイト https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/seibi2/saigaiji/daizisinnunntennsya.html
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９月になりました。朝晩はだいぶ過ごしやすい気温になりやっとクーラーを入れなくても寝ることのできる季節になりま
した。とは言え日中は30℃を超える日もありまだまだ暑いですが。最近はすっきりしない天気も多く雨も降るので「水不足
は多少マシになったかな」と思ったするのですが、肝心の早明浦ダム周辺にはそんなに降雨がなく貯水率の改善には至って
いないようです。全国各地では都市型水害も多く発生しており「もう雨はたくさんだ」と感じている方も多いと思いますが
その一方で香川県では水が足りない…。お天道様ももう少しうまく配分してくれたらいいのに…と思っているのは私だけで
はないはずです。自然って本当に雄大で思うようには作用してくれないですね。
さて、今月は本の紹介をさせていただきます。

●喜ばれる人になりなさい 母が残してくれた、たった1つの大切なこと 永松 茂人氏 著
「人は話し方が9割」でベストセラー作家となった著者の本です。著者ががやりたいことを実現していく過程で母と話した
内容や言い続けてくれた言葉を著者本人の成⾧と共に綴った自叙伝のような作品です。奥さんに「絶対に泣くよ」と勧め
られて読みましたが、やっぱり泣いてしまいました。私は15年前に母を亡くしているのでより心に響いたのかもしれませ
ん。生前母に言われたことを思い出したり息子を思う母の気持ち（当時は分かりませんでしたが）に気付くことができて
とても心に残る1冊となりました。とにかくお母さんに感謝したくなる本です。お母さん、ありがとう。

●大河の一滴 最終章 五木 寛之氏 著
30年ぶりに著者の作品を読みました。30年前に読んだのは「大河の一滴」。高校生の時に「青春の門」を読んで衝撃を受
けて以来、学生時代には著者の作品は数多く読んだ記憶があります。著者は1932年9月（昭和7年）生まれですのでなんと
94歳!!!今でも変わらず執筆されているのは凄いとしか言いようがありません。自身の生い立ちや家族関係に裏打ちさ
れた人生観や柔らかくも一本筋の通った処世観など、この本を読むと「生きる」ことに対してかかっている肩の力がスッ
と抜けていく感覚がありました。それにしても内容は哲学的であるのになぜ読みやすいのだろう?と疑問に思ったのです
が、それは「優しい博学なおじいさんが自分の経験を分かりやすく語って教えてくれているような文体」だからだと感じ
ました。30年前の「大河の一滴」と併せてもう一度読んでみたい本です。
今回は2冊の本をご紹介しましたがまだまだ積まれている本がありますので折を見てご紹介させていただければなと思って

おります。最近は奥さんからのオススメもありますのでシルバーウィークに何冊か読めればいいなぁ。。。（願望）
だいぶ過ごしやすくなった気候のおかげかもしれませんが「ふらっと旅行に行きたいなぁ」と思うようになりました。2-3

日でいいのでビジネスホテルではなく温泉のある旅館に泊まってゆっくりしたいですね。場所は東北か九州がいいなぁと妄
想して一人でニヤニヤしています。お盆やお正月などの⾧期休暇中はどこも混んでいて宿泊代もとても高いのでなんとか時
期をずらして…など考えていると結局行けずじまいになるパターンなのですが 。まあ、妄想するのはタダですので楽しい
ことを考えながら日々過ごしていこうと思っています(^^)

弊社では、情報セキュリティ対策商品、UTM(統合脅威管理)
等の取扱いをしております！
HPでも紹介しておりますのでぜひご覧頂ければと思います!!!
対策は早目にしましょう !

ホームページはこちら

「ファームアップ」は「ファームウェアアップデート」の略です。

ファームウェアとは、ルーターやプリンター、ネットワーク機器、ストレージデバイス
など、ハードウェアの動作を制御するために組み込まれたソフトウェアです。
そのファームウェアを新しいバージョンに書き換える作業が「ファームアップ」です。

ファームアップが必要な理由は、
セキュリティの脆弱性を修正する・不具合やバグを改善する・新機能の追加や性能向上
を行う、ためです。

■ ファームアップ ■


